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「押忍」
これは、私が物心付いた時から発してきた言葉です。
父親から道着を渡されたのが小学校1年生。時には痛く苦しい稽古ではありましたが、現在もなお空手道を続けております。
武道とは、強靭な肉体を作り強さだけを求めるものではなく、修業を通じて、健全な肉体と、不屈の精神、人格を向上させることにより、積極的に行動していける勇気と情熱と見識と正義感にあふれた真のリーダーを育成することを目的にしております。武道でいうところの修業とは、相手と向き合いお互いの思いや痛みなどを共有することから始まります。基本を学び、理を知り、経験を積み重ね、片寄ることなく、継続することが必要なのです。私の人生において、辛く悲しい場面を乗り越えるときや、困難な壁が立ちはだかったときなど、自己の拠り所となったのはこの武道の教えでした。
私は、ＪＣ※１を武道の世界と重ね合わせて考えるときがあります。ＪＣ運動が、修業の場には変わらないと考えるからです。入会してから１０年間の活動において、この「修練・奉仕・友情」のＪＣの基本である３信条の下、武道でいう修行を続けてきました。その結果、今は武道に変わりこのＪＣ運動が自己の拠り所となり、私の成長にも繋がったと確信します。
本年は、これまでの経験を生かし、メンバー一人ひとりが真剣に向き合い、ＪＣの素晴らしさを噛みしめることができるＬＯＭ※２になるよう精一杯活動していきます。
※１「ＪＣ」は「Ｊｕｎｉｏｒ Ｃｈａｍｂｅｒ」の略で青年会議所の意
※２「ＬＯＭ」は「Ｌｏｃａｌ Ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ Ｍｅｍｂｅｒ」の略で各地青年会議所の意
活力あふれるまち「やまがた」の創造を目指して
　リーマンショックを引き金とした百年に一度と言われるの大不況による経済混乱、政権交代や「政治とカネ」の問題による政治混乱、凶悪犯罪多発や学校教育の崩壊による社会混乱、混沌とした時代において、愛するまち「やまがた」を活力あるものにするために、私たちＪＣはどのようなビジョンを描いて運動をしなければならないのでしょうか。
１９５５年７月１２日、「やまがた」に意味のある灯りが燈りました。終戦復興の最中、３１名の志高き青年が豊かなまち「やまがた」を創ろうとし、この山形青年会議所が設立されました。以来５５年の間、しっかりと創始のこころが連綿と受け継がれ途絶えることなく運動してきました。
「人、人、人、すべては人の質にある」これは、私が尊敬し少林寺拳法創始者である宗道臣の言葉です。宗道臣は、「志のある青少年を集め、道を説いて正義感を引き出し勇気と自信と行動力を養わせ、祖国復興に役立つ人間を育成しよう」と思いこの道を創りました。私たちＪＣは、まさしく志高い青年の集まりなのです。時代は、志高い青年によるこのＪＣ運動から、真にたくましいＪＡＹＣＥＥを育成し、メンバー一人ひとりの思いを一つに突き進み、活き活きとポジティブに活動する活力漲る山形青年会議所を求めております。
真に活力あふれるまち「やまがた」創造のために、「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＥＴＨＥＲ」を合言葉にＬＯＭ一丸となり活動しましょう。
観光立市「ＹＡＭＡＧＡＴＡ」の創造
　昨年、アジア太平洋地域会議（ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ※３）の招致について、国内誘致権を獲得しました。これも、ひとえに関わりをいただいた先輩諸兄のご支援ご指導の賜物と感謝するとともに、志高いメンバーの存在に感謝申し上げます。
「明るい豊かな社会の実現」、これが私たちＪＣの基本理念です。山形ＪＣは、愛するまち「やまがた」をこの基本理念に基づき、活力漲るものとなるよう時代に合わせてまちづくり運動を展開してきました。そんな中、１９９９年に第４８回日本青年会議所全国会員大会山形大会を主管し開催しました。「山の向こうのもう一つの日本」と詠われたまち、昔ながらの環風景が残され四季折々の自然が織り成し、ホスピタリティー精神溢れる「ＹＡＭＡＧＡＴＡ」を日本全土に広く発信し、観光立市「ＹＡＭＡＧＡＴＡ」創造に寄与してきました。そして、今度は観光立市「ＹＡＭＡＧＡＴＡ」をアジア一円により広く発信することのできる千載一遇の好機を頂きました。これが、ＪＣＩ ＡＳＰＡＣの誘致開催です。この大会の開催が、必ずや更なる活力あるまち「やまがた」の創造への新たな一歩になると確信します。
ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ開催を山形ＪＣの中期的ビジョンすなわち「夢」と位置付け、「夢」を現実（かたち）にすべく、共に活動しようではありませんか。時には、辛く困難な道のりになることでしょう。しかし、メンバー一人ひとりの情熱が一つになれば、必ずや成し遂げられると確信します。今まで関わっていただいた方々に感謝し、この大会の意義についてもう一度再確認し、次なるステップである国際誘致権を獲得すべく、ＬＯＭ一丸となり取り組んでいきます。
山形ＪＣでは、ＪＣＩ台湾　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(スーイー),四維)ＪＣと姉妹締結をしており、新年会への参加などを通して交流を深めてきました。ＪＣのスケールメリットを生かした異文化交流は、新たな価値観を生み、山形ＪＣの活力に貢献するものと考えます。ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ開催に向けて、そして愛するまち「やまがた」を活力あるものにするためにも、これまでの交流を深化させ、同時に新たな交流を模索していきます。
夢を現実（かたち）にするために、そして観光立市「ＹＡＭＡＧＡＴＡ」創造のために。
※３「ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ」は「ＪＣＩ Ａｓｉａ-Ｐａｃｉｆｉｃ Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ」の略で
アジア太平洋地域会議の意
魅力あるまち「やまがた」の創造
夏の風物詩となり、今年で３２回目を迎える山形大花火大会。この３２年間の歳月を顧みるに、いったいどれ程多くの関係諸団体そして先輩諸兄の手を経て大会が運営され、どれ程多くの人々が夏の夜空を彩る花火に心躍らせてきたのでしょうか。このようなことに思いを馳せると、私たちメンバーに課せられる責務の大きさを感じずにはいられません。
現在の経済環境などにおいて、規模縮小または中止といった花火大会が目立つようになりました。花火は、見る人に夢を与えます。その夢はやがてそれぞれの希望の光りとなり、愛するまち「やまがた」が魅力あるものになるでしょう。ひいてはまちの活力にも繋がるはずです。これまで関わっていただいた先輩諸兄の情熱を絶やすことのない、時代に則した真に継続可能な魅力溢れる花火大会を目指します。
高度経済成長の中で、教育の効率性を最優先することが重視され、大人は子どもの教育の大半を学校任せにしてきました。学校での教育は、偏差値に象徴される受験体制などにより、教育の画一化が進み、将来の夢や目標が描けない子どもや、個性を尊重するあまりお互いを認め合うことができないという子どもたちを生み、いじめという社会問題に繋がっております。また、家庭や地域の教育機能の低下もEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あいま),相俟)って、少年犯罪の凶悪化や低年齢化も目立つようになりました。
今、明日を担う子どもたちの感じたことを自分の言葉で表現する力、相手が伝えようとしていることを感じ取る力、将来の夢や目標を描く力、つまりは豊かな感性を養い、そして世の中を生き抜くためのたくましさを育むといった青少年育成が急務となっております。まちの魅力の源は、まちに暮らす「ひと」であると考えます。このひとづくりを真剣に考え、真のまちづくりに繋げます。
夢を現実にするために、そして魅力あるまち「やまがた」のために。
会員パワーアップは全ての原動力
　どんな運動でも、原動力はひとの活力と資質、すなわちマンパワーが必要です。山形青年会議所の運動においても、やはり同じことが言えるでしょう。ここ数年来の経済環境の下、会員数が激減しております。山形ブロック内会員会議所において、最大会員数を誇るＬＯＭであったにも拘らず、近年では１００名という大台を割ってしまうのではないかという危機感まで生まれております。
会員減少の裏には、何があるのでしょうか。一番の要因として挙げられるのが、私たちの運動に対しての誇りと責任が薄れているということです。私たちの運動は、時として多大な労力を必要としますが、自己の資質を高める修練の場であり、地域社会発展のために行う奉仕の場であり、そして一生の友を築く友情を育む場であります。つまり、青年会議所の３信条である「修練・奉仕・友情」そのもので、自己成長から地域社会発展に繋げる運動なのです。私たちの運動に対し、しっかりとした誇りと責任を持ち、地域の若者にＪＣの素晴らしさを広く強く発信し、活動の原動力である会員拡大に繋げます。
　私たちは、これまでの歴史の中で、行政やＮＰＯ法人などたくさんの外部団体の皆さまから支えられ、今日まで歩んできました。連綿と受け継がれてきた情熱は、先輩諸兄の努力の積み重ねであります。ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ誘致開催という大きな目標を掲げた今、メンバーはこの目標に向かって邁進すると共に、改めて先輩諸兄の情熱を確認し、これまでの運動に対して感謝の意を表すことを忘れてはならないのです。「絆」、これが山形青年会議所の活力に繋がるものと確信します。新たな歴史を創ろうとする今こそ、あらゆる機会を通して、関係各位そして先輩諸兄との連携を図りながら、更なる高みを目指しＬＯＭ一丸となり活動します。
　夢を現実にするために、そして活動の原動力である会員パワーアップのために。
更なる高みを目指してコミットメント
　山形青年会議所は、山形ブロック内会員会議所においてのキャピタルＪＣとして責任と自覚を持ってこれまで活動してきました。振り返れば、時代の変革期において、多くの先輩が日本青年会議所東北地区山形ブロック協議会会長そして役員を歴任されました。また、山形ブロック協議会に留まることなく国際青年会議所（ＪＣＩ）・日本青年会議所・東北地区協議会へもしっかりコミットメントし、私たちの夢を現実にし、そして活力ある「やまがた」の創造に寄与してきました。混迷の渦中である本年、３年ぶりに山形ブロック協議会会長を輩出いたします。そして、青年会議所のスケールメリットを生かし、更なる高みを目指すために国際青年会議所・日本青年会議所・東北地区協議会にも出向者を輩出いたします。今まで築き上げてきた山形青年会議所らしさ、そしてキャピタルＪＣに求められるものを再確認し、出向者が「やまがた」のために意味のある活動ができますようＬＯＭ一丸となり支援します。
夢を現実にするために、そして活力ある「やまがた」の創造のために。
「三方よし」で活力ある山形青年会議所の創造
　私たちには、それぞれに家庭があり会社があります。どちらも掛け替えのないものであり、欠けることがあってはならないのです。よく、ＪＣ活動は家庭や会社との両立が難しいと言われます。それは、何故でしょうか。
まず要因としては、ＪＣ活動への理解や必要性が伝わっていないことが挙げられます。現存する広報手段を駆使しようとも、自分自身いわゆるＪＡＹＣＥＥ一人ひとりが広告塔となり、一番身近にある家庭や会社へこの運動の素晴らしさを伝えるという基本的なものを疎かにしているように感じます。ＪＣ運動は、その時代に合わせ進化と継承を繰り返されてきました。だからこそ、ＪＣ運動は地域に求められ現在まで継続できたのです。地域に求められる素晴らしい運動を伝播するために、効果的な広報手段の検討が必要です。
運動そのものが時代とともに変化を遂げたとしても、運動を行うＪＡＹＣＥＥの考え方やＪＣという組織のあり方がその変化に対応していないところにも問題があるのではないでしょうか。時代に合わせるとは、これまでの歴史とその主旨を踏まえた上で、現在の経済環境や家庭環境などを勘案し、新たな方向性を見出すということです。この混迷の時代だからこそ、私たちの運動がより魅力的で、活力に満ちたものになるためにも、改めて検証すべき事項であると考えます。２０１１年は、家庭・会社・ＪＣの「三方よし」を第一に考え、時代に合わせるべく組織や運営方法を再構築いたします。
メンバー一人ひとりがオンリーワンの輝きを放ち、ＪＣ運動の素晴らしさをしっかりと伝播し、家庭や会社、そして地域から愛される組織となるようＬＯＭ一丸となり活動します。
　夢を現実にするために、そして活力ある山形青年会議所の創造のために。
「押忍」という言葉を胸に・・・
「押忍」とは、「押して忍ぶ」すなわち「自我を抑え我慢する」という意味であり、武道で使われる挨拶の一つです。人生はある意味、「押忍」の連続ではないでしょうか。武道では、自我を抑え相手を受け入れる心がなければ、先に挙げた武道の目的を達成することはできません。人生においても、あることを成そうとするとき、自我ばかり通そうとしても、自分の想いは伝わらず、ひとの心も動かせず、決して物事はうまく進みません。時には、じっと耐え忍び相手の言葉や想いに耳を傾けることも必要です。「押忍」この言葉は、人間として生きるため、そしてＪＣ運動を行うために大切にしなければならないものなのです。
活力あるまち「やまがた」の創造のために、「押忍」という言葉を胸に、そして武道とＪＣ運動の教えをしっかりと踏まえ、ＪＡＹＣＥＥが真のリーダーとなり、そのリーダーの結集である山形青年会議所が地域に求められ、活力に満ち溢れ、そして輝ける存在とならんことを願い、「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＥＴＨＥＲ」を合言葉に、共に突き進みましょう。
